
皮膚科 

田所丈嗣 

当科では、国立病院機構が担うべき医療のなかでも皮膚腫瘍を含めた皮膚がんに重点を置いた診

療に従事しており、皮膚がんの適切な診断と治療を診療内容の基本として、外科的ならびに内科的

対応が可能です。当院は、皮膚がんに対する手術療法ならびに化学療法、放射線療法などの集学的

な治療を行うことが可能な施設であり、日本皮膚科学会認定皮膚科専門医をはじめ優れたスタッフ

と恵まれた医療設備のもと、皮膚がんに対する正確な診断と十分な説明、事実に裏付けられた治療

をモットーに、皮膚がん患者の社会的な生活の質を第一とした診療を行い、皮膚がんの中核病院と

しての役割を果たすべく責任を持って診療にあたっています。皮膚腫瘍の診断は容易ではないもの

も多いためダーモスコピーによる非侵襲的な検査を行い、RI 法と蛍光色素法を併用した悪性黒色腫

に対するセンチネルリンパ節生検を導入し、臨床検査科病理部門との合同カンファレンスを行うこ

とで診断精度を高めるとともに、治療方針を含めたセカンド＝オピニオンの要請にも十分に応えら

れる体制を整えています。また、皮膚がん切除後の組織欠損に対しても、整容面や機能面に配慮し

た皮膚外科的な対応を行っています。更に、当科では、下肢静脈の弁不全によって発生する下肢静

脈瘤に対する専門外来を開設し、非侵襲的な超音波ドップラー検査や脈圧波測定検査を用いた専門

的な診療を行うとともに、保存的治療に加えて、短期入院による下肢静脈瘤用レーザー治療を含め

た外科的手術を数多く経験し、良好な治療成績を残しています。一方、パッチテストによる金属ア

レルギー等の接触皮膚炎の診断と治療、あざの相談と治療など専門性の高い診療にも対応し、難治

性皮膚疾患に関しても、地域の医療施設や近隣の総合病院から専門的な診療を要する患者を積極的

に受け入れるとともに、当院加療中の他科患者の皮膚疾患についても責任を持って診療にあたって

います。以上のような当科における診療内容の性格上、病状説明や検査、処置等には十分な時間を

かけ、安定期患者には密接な病診連携のもとに地域の医療機関における継続診療を勧めつつ、他の

医療機関から広く紹介患者を受け入れることで地域の医療ニーズに積極的に応えるよう努力して

います。なお、当院は大学病院以外では数少ない日本皮膚科学会認定専門医主研修施設に指定され

ており、皮膚科専門医育成のための医師教育にも取り組んでいます。 
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